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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費者マインドに足踏みがみられるもの

の、雇用・所得環境の改善傾向が続いており、緩やかな回復傾向にありました。しかしながら、円

高傾向や英国のＥＵ離脱問題の影響などによる国内企業収益の先行き不安感、また海外では、アジ

ア新興国などの景気に下振れリスクがあり、今後のわが国への影響が懸念されております。

当社グループの中心となっている住宅建築業界におきましては、住宅取得に対する諸施策が継続、

マイナス金利政策による住宅ローンの低金利での推移などがありましたが、本格的な回復には至り

ませんでした。

このような経済状況のもとで、当社グループの建設工事事業において、新築戸建住宅向けの各種

工事の減少や大規模新築防水工事の受注がなかったことから低調に推移いたしました。しかし、集

合住宅向けのガス設備機器の新規組み込み件数の増加、中規模建設物の改修防水件数の増加、ま

た、中古マンションのリノベーション物件の販売の増加があり、業績は伸長いたしました。

住宅等サービス事業では、既設住宅向けのシロアリ再予防工事の受注、床下環境改善の防湿商品

の販売は増加しましたが、新築戸建住宅向けのシロアリ予防工事及び新規のシロアリ対策工事は減

少し、業績確保は厳しい状況となりました。

ビルメンテナンス事業では、床清掃や巡回清掃といった分野を強化したことで、首都圏での受注

が増加、さらに、グループ会社と連携して、ビルの外装クリーニングの受注確保に注力した結果、

新規受託物件の獲得により、業績は伸長いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,804百万円(前年同四半期比3.2％増)、営業利

益は157百万円(前年同四半期比19.7％減)、経常利益は175百万円(前年同四半期比16.5％減)、親会

社株主に帰属する四半期純利益は116百万円(前年同四半期比15.2％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて82百万円減少し、

4,388百万円となりました。主な増減は、たな卸資産の増加86百万円があったものの、現金及び預

金の減少174百万円があったことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べて149百万円減少し、1,593百万円となりました。主な増減は、

未払法人税等の減少88百万円、仕入債務の減少33百万円及び長期借入金の返済25百万円があったこ

とによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて67百万円増加し、2,794百万円となりました。主な増減は、

利益剰余金の増加64百万円、その他有価証券評価差額金の増加３百万円があったことによるもので

あります。

　

（キャッシュ・フロー状況の分析）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、174百万円

減少(前年同四半期は131百万円の増加)し、当第２四半期連結会計期間末には939百万円(前年同四

半期は1,140百万円)となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりでありま

す。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、79百万円(前年同四半期は

200百万円の増加)となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益175百万円に加えて、法

人税等の支払額141百万円、たな卸資産の増加による資金の減少86百万円、仕入債務の減少による

資金の減少33百万円があったことによるものであります。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、６百万円(前年同四半期は３

百万円の減少)となりました。これは、主に定期預金の払戻による収入27百万円があったものの、

定期預金の預入による支出27百万円、貸付けによる支出４百万円及び有形固定資産の取得による

支出２百万円があったことによるものであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、87百万円(前年同四半期は65

百万円の減少)となりました。これは、主に配当金の支払額52百万円、長期借入金の返済による支

出25百万円及び短期借入金の減少額10百万円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月10日に公表いたしました業績

予想を修正いたしました。

　なお、詳細につきましては、本日(平成28年11月８日)公表の「平成29年３月期 第２四半期累計

期間の業績予想と実績値の差異および通期業績予想の修正並びに配当予想の修正に関するお知らせ

」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。

（４）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３

月28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,147,958 973,838

受取手形及び売掛金 958,989 962,067

たな卸資産 397,947 484,599

その他 128,840 131,297

貸倒引当金 △4,683 △3,210

流動資産合計 2,629,052 2,548,592

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 456,237 445,169

土地 1,076,175 1,076,175

その他（純額） 6,693 7,590

有形固定資産合計 1,539,107 1,528,936

無形固定資産

その他 7,365 6,995

無形固定資産合計 7,365 6,995

投資その他の資産

その他 295,614 304,374

貸倒引当金 △430 △470

投資その他の資産合計 295,184 303,904

固定資産合計 1,841,657 1,839,836

資産合計 4,470,709 4,388,429
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 668,244 634,916

短期借入金 60,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 36,600 11,400

未払法人税等 140,734 52,562

賞与引当金 90,756 89,684

完成工事補償引当金 27,400 30,400

その他 228,767 222,773

流動負債合計 1,252,501 1,091,735

固定負債

退職給付に係る負債 296,638 309,638

長期未払金 23,840 21,660

その他 170,349 170,845

固定負債合計 490,827 502,144

負債合計 1,743,329 1,593,880

純資産の部

株主資本

資本金 186,072 186,072

資本剰余金 145,813 145,813

利益剰余金 2,366,585 2,430,595

自己株式 △1,260 △1,260

株主資本合計 2,697,210 2,761,220

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 29,283 33,237

その他の包括利益累計額合計 29,283 33,237

非支配株主持分 885 91

純資産合計 2,727,380 2,794,549

負債純資産合計 4,470,709 4,388,429

決算短信（宝印刷） 2016年11月06日 15時54分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社NITTOH(1738) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 7 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 3,687,598 3,804,606

売上原価 2,683,141 2,781,876

売上総利益 1,004,457 1,022,730

販売費及び一般管理費 808,065 865,100

営業利益 196,392 157,629

営業外収益

受取利息 114 18

受取配当金 1,459 742

受取手数料 2,448 1,386

受取保険金 3,383 7,994

受取賃貸料 5,818 5,089

その他 3,159 5,069

営業外収益合計 16,383 20,301

営業外費用

支払利息 505 182

賃貸費用 2,300 2,543

その他 426 161

営業外費用合計 3,232 2,887

経常利益 209,543 175,043

税金等調整前四半期純利益 209,543 175,043

法人税、住民税及び事業税 94,067 53,528

法人税等調整額 △21,461 5,590

法人税等合計 72,605 59,118

四半期純利益 136,937 115,925

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △747 △794

親会社株主に帰属する四半期純利益 137,685 116,719
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 136,937 115,925

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 545 3,953

その他の包括利益合計 545 3,953

四半期包括利益 137,482 119,879

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 138,230 120,673

非支配株主に係る四半期包括利益 △747 △794
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 209,543 175,043

減価償却費 12,527 12,715

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,858 △1,072

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 20,200 3,000

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10,199 13,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,003 △1,433

受取利息及び受取配当金 △1,574 △761

支払利息 505 182

売上債権の増減額（△は増加） △22,535 △3,078

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,260 △86,651

仕入債務の増減額（△は減少） △21,502 △33,327

その他 △23,125 △16,549

小計 186,832 61,068

利息及び配当金の受取額 1,574 761

利息の支払額 △496 △138

法人税等の支払額 △40,960 △141,452

法人税等の還付額 53,821 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 200,771 △79,760

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △27,957 △27,857

定期預金の払戻による収入 29,056 27,857

有形固定資産の取得による支出 △927 △2,174

保険積立金の積立による支出 △10,367 －

保険積立金の解約による収入 10,919 －

貸付けによる支出 △5,300 △4,350

貸付金の回収による収入 1,525 75

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,050 △6,449

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △10,000

長期借入金の返済による支出 △25,200 △25,200

自己株式の取得による支出 △18 －

配当金の支払額 △40,546 △52,710

財務活動によるキャッシュ・フロー △65,765 △87,910

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 131,955 △174,120

現金及び現金同等物の期首残高 1,008,533 1,113,889

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,140,489 939,769
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,309,419 640,234 737,945 3,687,598 ― 3,687,598

セグメント間の内部売上高
又は振替高

950 1,524 295 2,769 △2,769 ―

計 2,310,369 641,758 738,240 3,690,368 △2,769 3,687,598

セグメント利益 116,325 133,739 58,538 308,603 △112,211 196,392

(注) １．セグメント利益の調整額△112,211千円には、セグメント間取引消去12,243千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△124,454千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設工事事業

住宅等サービ
ス事業

ビルメンテナ
ンス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,371,189 633,596 799,821 3,804,606 ― 3,804,606

セグメント間の内部売上高
又は振替高

704 2,118 6,509 9,331 △9,331 ―

計 2,371,894 635,714 806,330 3,813,938 △9,331 3,804,606

セグメント利益 75,698 114,402 66,008 256,109 △98,479 157,629

(注) １．セグメント利益の調整額△98,479千円には、セグメント間取引消去14,483千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△112,962千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社

の総務部等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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